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　米国では CO2 削減手段として IGFC を含むクリーンコールテクノロジーの位置付け
が社会的に認知されており、国のトップダウンで FutureGen として全体の計画が推進
されている。この背景として CO2 貯留に関する研究の進展が少なからず寄与している。
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2   石炭ガス化燃料電池複合発電（IGFC）を中心とした 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆 クリーンコールテクノロジーの概要
図表３　各種石炭火力発電方式の比較
参考文献７）を元に科学技術動向研究センターにて作成
方式 構成 発電方式 発電効率（HHV、送電端） 適用炭種
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3   石炭ガス化燃料電池複合発電（IGFC）の研究開発状況蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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画である「SECA（Solid State Energy 
Conversion Alliance）計画」15）にお
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※は参考値（計算による補正などによる）                                                                                        参考文献 10）を元に科学技術動向研究センターにて作成
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ップ（Asia‐Pacific Partnership on 













ガス化方式 高温部分酸化（1,100～ 1,500℃） 水蒸気改質（700～ 1,000℃）
ガス化炉 噴流層
高濃度高速循環流動層
（multi-loop high density CFB）
発電効率 46～ 48％（55％） 53～ 57％（65％）
出典：参考文献 25 ）
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